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 1 背景・目的  
 2011 年 3 月 11 日に東日本一帯を襲った大震災で、巨大な津波によって太平洋沿岸の街
や集落を根こそぎ流された。このような甚大な被害に対して、国土交通省は、被災者の一



































 ガソリンスタンドは過去最大で約６万箇所あり、その数は、コンビニの 1.5 倍、郵便局






















 大阪府池田市鉢塚 3 丁目(図 1)にある国
道 176 号線沿いのガソリンスタンドは
















































図 5.木造コンテナ生活 図 6.復興住宅（3unit） 
図 4.縦ログ工法 
 これを木造の縦ログ工法（図 4）で形成することにより、断熱材 
構造材・仕上げ材を単一の木材で供給することができ、また、パネル
化することで容易に組み立て可能となり、木材だけでなく木造コンテ
ナもストックして非常時には両方で対応するシステムとする。フロー
としては、まず、震災が起きた後すぐに木造コンテナが搬送され、体
育館等で生活を余儀なくされている人々に少しでも熱環境が整い、プ
ライバシーが確保された木造コンテナ空間の生活（図 5）を提供する。
そして、地域の大工や建築士により建てられる木造仮設住宅に使われ
る木材をストックヤードから搬送する。その 
後、木造コンテナは回収されストックヤードに戻すか、組み合せ 
ることで安価で一時的な復興住宅（図 6）とすることも可能である。 
 
 
4 まとめ 
本研究において、来る災害に備え、仮設暮らしをより多くの人に木造で過ごしてもらうた
めに、閉鎖ガソリンスタンドに木材をストックしておく提案を行った。それは、非常時の
み活動するのではなく、日々の生活の中から木造の温かみや心理的に与える快楽を感じて
もらい、疲弊しきった仮設での暮らしを木造で提供することの重要さに気づかせることに
なるであろう。 
そしてこれは、仮設住宅の第一選択肢としてのプレハブ仮設住宅、増え続ける閉鎖後放置
されたままのガソリンスタンドや衰退し続けるわが国の林業に終止符を打つ提案となるの
ではないだろうか。 
 
